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1. はじめに
近年の飛躍的なコンピュータ技術の発展と，ネットワー

ク環境の整備により Peer To Peer(以下 P2P) という通
信形態に対する可能性に期待が高まっている．P2P は
負荷の分散，設備コストの削減など多くの利点がある．
P2Pは様々な分野において，その可能性が見出されつつ
ある．そのひとつにナレッジマネジネント (Knowledge
Management,以下 KM) がある [1][2]．

KM は 1980年代にアメリカにおいて考案された経営
手法で，人間のもつ知識や経験を企業のもつ知的財産と
して集約することによる，企業の競争力強化が目的であ
る．KMは個人の知識を組織の知的財産とするため，KM
の実現には情報の共有化が重要になるが容易ではない．
また個人は職務活動において個人単位で大量の文書を作
成または取得し保持している．しかし，その文書を個人
が管理するだけでは企業の財産または力にならない [3]．
以上をふまえ，我々は P2Pネットワークによる情報
の共有化を実現し業務の効率化を目指している．情報を
P2Pネットワーク上で共有するだけでは業務を効率化さ
せるための情報共有とは言えない．そのため，情報を取
得しようとするユーザが効率的に取得できるように情報
を管理する必要がある．
本稿ではサーバにより情報管理をおこなう，ハイブリッ

ト型 P2Pネットワークをもちいた情報共有支援システ
ムを提案する．

2. ナレッジマネジメントにおける情報共有
KMにおいて場における情報共有は重要な役割を果た

す．場は人間が集まり知識を創造する場所であり，新し
い知識は異質な知識の建設的対立コラボレーションから
生まれる．よってKMでは自分のもつ情報だけではなく，
他人の持つ情報も活用することで新たな発見をもたらし
作業効率が向上するといえる．しかし，場は物理的なオ
フィス空間やブログまで様々な形式をとっている．その
為に，情報共有を可能にする環境の整備が求められる．

3. 情報共有支援システム
システム全体の概念図を図 1に示す．
本研究で開発する情報共有支援システムは，ハイブリッ

ト型 P2Pネットワークにおいて情報を共有する．その
ため共有する情報は各ピアにおいて管理され，各ピアの
記憶領域において保持される．サーバにより共有する情
報の所在や内容を管理することで，情報をカテゴリごと
に分類しユーザの検索効率の向上を図る．
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図 1: システムの概念図
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図 2: 要約情報の蓄積部概念図

各ピアはサーバとクライアント両方の機能を有する
サーバントとして機能する [4]．つまり，各ピアは検索・
発見機能を有し，常に 1対 1の接続をおこなう．P2Pは
大きくハイブリット型とピュア型に分類できる．本研究
ではハイブリット型の P2Pネットワークをもちいてシ
ステムを構築する．ハイブリット型 P2Pは純粋な P2P
ネットワークとは違い，ネットワーク上にサーバを設置
する．本研究ではサーバをインデックスサーバとして利
用すると共に，情報をサーバにおいて管理する．

3.1 情報の管理

本研究では共有する情報は各ピアにおいて保持し，ピ
アは情報源である文書情報から要約文を生成する (図 2)．
サーバはピアが生成した要約文をもちいてカテゴリごと
に文書分類をおこなうことで，ユーザの求める情報とそ
れに類似する情報を提示できる．これにより，情報提供
者にとっては価値の薄れた情報であっても，他者により
再利用され価値が高まる．

3.2 情報の検索

ユーザがピアから情報を検索する場合，サーバが管理
する分類された要約情報を基にして検索するため，ユー
ザは求める情報だけでなく類似した情報についても検索
できる．ユーザは自分が取得したい情報を P2Pネット
ワークに対して検索をおこなう．その結果ネットワーク
内において情報が発見された場合にはピア同士が接続し
情報を取得する．
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図 3: 情報検索部の概念図

3.3 要約文の生成
ピアは共有する情報である文書情報から要約文を生成

する．要約文はサーバにおいて共有する情報の管理にも
ちいられる．要約文は以下の過程を経て生成される．

1. 文書を解析する

2. 解析結果から文書中の重要箇所を抽出する

3. 重要箇所を含む文章を連結し要約文を生成する

重要箇所の抽出は単語の重みと共起度を基にする．単
語の重み付けはTF-IDF法などをもちいておこなう．ま
た，共起度は単語の位置情報から単語間の距離を算出し
共起関係を決定することにより求められる．文書を単語
単位に切り分けた後に，未知語が拾えるように適正な処
理をおこなう．要約文はサーバにおいてカテゴリ分類に
おいて利用される．
3.4 情報のカテゴリ分類
サーバは要約文を基にしてピアが保持する情報に関す

るメタデータを生成する．メタデータには，情報の作成
者，情報の更新日時，要約文の作成日時，要約文などを
記述する．生成したメタデータをもとにサーバで情報の
カテゴリ分類をおこない共有する情報の管理を実現する．
カテゴリ分類ではクラスタリングをもちいる．クラス

タリングはデータ解析手法の 1つで，データの集合を共
通の特徴をもつクラスタに切り分ける手法である．この
特徴はおもに類似性や距離尺度に基づき求められる．
ユーザが情報検索する際に情報がカテゴリに分類され

ているため，目的の情報に類似した情報を付加情報とし
て同時に取得できる．付加情報をメタデータに記述する
ことにより，情報検索の効率を向上させることができる．
3.5 キャッシュ制御
我々はP2Pネットワーク上の各ピアに，他のピアに公

開する情報のキャッシュを生成させ，それを他のピアに
対して配置させることで検索効率の安定を図る．キャッ
シュの制御方法は田中氏らの研究により提案されている
[5]．キャッシュ制御方法として, 情報を取得したピアと
発信源であるピアを繋ぐ経路上にあるピアにキャッシュ
を配布する方法 (図 4, 方法 1)，ピアに対してランダムに
キャッシュを配布する方法 (図 4, 方法 2)などがある．
キャッシュ制御では効率性と信頼性のバランスを取る

必要がある．そのためキャッシュの生成数維持と配布先
の選定が課題となる．
そこで本研究では規模の異なる環境でのキャッシュ制

御の有効的な方式を検討する．そのために本研究では複
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図 4: キャッシュ制御方法

数のモデルケースを作成し，さまざまなキャッシュ制御
方法を実験する．実験により導かれた傾向から，各モデ
ルケースにおいての最適な制御方法を検討し実装する．

4. おわりに
本稿では提案する情報共有支援システムについての全
体像を述べ，今後実装すべき機能について述べた．
本研究ではハイブリット型 P2Pネットワークをもち
いて情報共有支援システムを構築する．サーバをもちい
ることでネットワーク内において共有する情報を管理で
きる．企業内の情報共有システムについて考えた場合に
は，サーバにより情報を管理する方が管理者が情報を把
握できるため都合が良い．なぜなら，管理者に有益では
ない情報，法に抵触するような情報などを排除できるか
らである．
今後の課題としてはピアに対するセキュリティ機能の
実装がある．P2Pネットワークでは一度ネットワーク上
に流れてしまった情報はシステムの管理者でも，完全に
コントロールすることが出来ない．情報漏えいを引き起
こす原因のほとんどは，人為的なミスである．そこで利
便性を下げずに，ピアがローカルに保持している情報の
機密性を高める必要がある．安全で低コストに機密を保
持する方法としてローカルに保持する情報を分割して保
存する，秘密分散法 [6]の適用などを検討している．
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